
都市計画道路競馬場高丸線整備事業工事説明会 

要 旨 

 

日 時：令和 7 年(2025 年)11 月 23 日（日） 10：00～11：00 

場 所：仁川小学校 視聴覚室 

参加者：58 名 

・市から、配布資料及びスライドに基づき事業全体の概要、令和 8年度実施予定の工事内容 

および通行規制等ついて説明を行った後、質疑回答を行った。質疑回答の要旨は下記のとおり 

 

＜凡例＞ 

  ●：ご意見 

  〇：市回答 

 

●(都)競馬場高丸線と県道生瀬門戸荘線(以下、県道)との交差点には信号機は設置されるのか。 

〇信号機の設置については公安委員会の判断になり、現状、正式な回答は提示されていない。 

 しかし、当該交差点のすぐ南隣の阪神競馬場西交差点には既に信号機があることから、短いス

パンで二つの信号機を設置することは安全面等から難しいとの見解が示されている。なお暫定

供用は信号機が無い状態での供用となる。公安委員会とは今後も継続して協議を行っていく。 

 

●暫定供用時には競馬場高丸線と県道の交差点には信号機が設置されないとのことだが、競馬場

高丸線から県道へ車で右折する際は、どうすれば良いのか。 

〇県道側の車両の通行状況を確認しながら右折していただくことになる。 

 

●仁川小学校前の交差点の工事について、工事中は通行止めにするのか。生活道路でもあり、 

 通行止めは困る。 

○日中の完全な通行止めは行わない予定。片側規制や、夜間工事等の方法を検討している。 

 

●仁川小学校の南門東側にある電柱は撤去されないのか。車の支障になる。 

○当該電柱は存置される。 

 

●令和 8 年度の工事において、阪急バスの運行ルートやダイヤに影響はあるのか。 

○旧県道部分の工事が完成したことから、今後の工事においては阪急バスの運行に影響が出るこ

とはないと考えている。 

 

●阪急立体交差化工事による仮設迂回路について、道幅が狭く、小学生や高齢者が通行する中で

車両も通行する。歩行者の安全対策は。 

○供用前、供用時に状況を確認するほか、必要に応じ看板設置などの安全対策を検討する。 



●仮設迂回路予定地は雑草が生い茂っており、見た目も良くない。対応をお願いしたい。 

○現地確認の上、対応を行う。 

 

●仮設迂回路の南側、円柱の杭で土留めしている箇所について、完成形はどのようになるのか。 

○立体交差部に向けて道路の計画高が下がっていくことから、土留めの為に鋼管杭を施工済み。

現在は杭がむき出しであるが、最終的には化粧パネル等を施工する予定。 

 

●仁川宮西町工区の完成済み区間(未舗装部分)について、歩道だけでも供用開始し、利活用して

はどうか。 

〇当該部分は、令和 8 年度より着手予定の阪急立体交差部の工事において、工事車両の出入りや

資材を置くスペースとして利用する可能性があることから現時点では暫定供用は考えていない。

しかし工事期間が長期に渡ることもあり、暫定供用の可能性については検討を行う。 

 

●事業期間が非常に長い。市として工期を短縮する努力をしているのか。 

○市としても、工期短縮の観点は大切であると考えている。現在、市の取り組みとして次工区で

ある仁川清風台工区の地籍調査を先行して行っている。また来年度実施予定の道路詳細設計に

関しても、鹿塩工区や仁川宮西町工区の完成を待たずして先行して行うものであり、工期短縮

に向けた取り組みを行っている。 

 

●今回初めて説明会に参加し、阪急立体交差化のイメージが分かった。市は工事について、 

 もっと周知やＰＲをすべき。 

○事業について皆様に知っていただけるよう、ＨＰに資料を掲載するなどして取り組む。 

 

●阪急立体交差部について、施工はいつ頃か。 

〇現在、事業者と調整中。夏～秋ごろに現場着手できればと思っている。現場に入る 1～2ヶ月前 

 には、改めて説明会を行う。 

 

以上 

 


